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示
す
が
如
き
地
域
の
加
除
が
緋
叫
が
俊
に
行
は
れ
て
、
共
結
果
が

明
治
十
二
年
の
四
区
制
・
と
な
っ
た
事
は
注
目
す
べ
き
事
賞
で
あ

る。

t晶

表

明
治
初
年
に
於
け
る
大
阪
市
山
地
域
観
亜
表

一
畑
、
血
包
ヘ
巾
に
制
人
せ
J

一
事
長
血

H
『
州
制
広
市
川
1

川
せ
〕

一4
a
J
3
J
/
ら
れ
し
地
名
、
一

t
こ

-
1
J
i
f
p
u
れ
L
M
宰

、

明

吋

k
l一
西
成
制
一
一
詩
型
空
旦

i
一
l
一
場
(
新
式
起
町
、
と
v

岐
部
せ
一

一
ら
る
)

十
二
年
一
阿
成
郡
九
峰
村
寺
品
(
松

一
島
町
白
一
部
と
な
る
)

二
年
五

n
E・
閥
横
堀
新
築
地
(
辿

立
に
よ
る
)

一
一
四
下
指
摘
所
外
寸
ニ
ケ
所

一
一
年
入
日
一
回
成
郡
九
峰
村
宇
寺
出
の

ー
ー
と
ぽ
池
川
崎
I
l
l
i
-
-
-
-

四
年
一
九
月
一
四
成
郡
山
一
部
(
同
大
組
一
東
大
組
曲
上
本
町
、
一
丁

、，

I
r
a
-
-
二

4

一
白
ニ
丁
目
.
(
大
肱
拙
地

d
H
m
-
二
一
一
一
昨
一
へ
嗣
入
)
明
拍
二
年
五
月

一
五
、
大

f
日

)

一

嗣

入

せ

ιれ
L
中
の
島
上

一
天
保
町
舛
一
一
↓
一
一
ケ
腕
一

U
鼻
外
一
ケ
所

雑

錯

大
限
市
白
人
口
靖
却
に
就
い
て

十
一
月
一
西
成
郡
九
侮
村
圭
耳
目
一

新
堀
割
以
北
へ
松
島
町
に

嗣

入

)

一

五
年
三
月
一
七
湖
新
田
、
臨
波
桐
臓
跡
三
明
泊
四
年
五
月
に
編
入
せ

一
一
山
抗
期
誠
末
新
築
地
(
堪
て
b
れ
し
十
九
ケ
所

一

立

に

上

る

)

一

六
年
十
月
一
一
山
成
郡
九
保
村
白
一
部

一
九
十
小
問
調
」
、
ご
、
一
一
一

T
日
)

寸
〕

H
-
E吉
右
衛
門
肝
煎
地
列
三
十
一
玉
超
円
削
伊
掛
町
列
十
五

↑

凹

ケ

断

一

ケ

町

(

京

成

郡

へ

)

一

一

一

船

体

町

他

十

ケ

所

(

制

成

一

一

郡

へ

)

λ
年
十
二
月
一
誰
即
時
お
純
椛
向
日
(
新
川
一

一

崎

町

)

一

十
二
年
二
月
大
陸
披
刷
岡
山
地
(
詰
岡
三
大
凪
の
柴
町
外
八
ケ
町

庇
町
、
馬
場
町
、
大
手
前
及
び
七
糊
町
(
搭
七
瀬
新

町
、
京
描
前
の
町
杉
山
町
)
四
)
(
阿
山
郡
へ
)

五
月
谷
叫
一
丁
目
り
文
部
省
所

轄
地
及
び
同
二

T
H
O
陸

軍
省
所
持
地
(
大
手
前
白

町
へ
)

第
二
十
七
巻

ハ
O
五

第
四
鋭

四
九

大限111会Zli容のニ。1) 



雑

銑

大
陸
市
四
人

目

指
加

~~:長
m・い
4一、-，---c 
-，・
年三、
の
1m 
E 
品1

此
の
如
き
小
地
域
の
費
一
史
を
総
て

成
の
際
に
は
、
そ
の
副
秘

0
・
九
九
方
阜
、
印
ち
一
方
旧
主
婦
の
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
長
〈
地
域
の
健
一
見
を
兄
宇
、
漸
く
明

治
三
十
年
に
五
り
、
第
一
回
の
市
区
蹴
践
が
行
は
れ
、
仰
+
h
J

京

成
郡
西
成
却
の
二
十
八
ケ
町
村
の
一
部
又
は
全
部
が
綿
入
せ
ら

れ
二
・
六
二
方
畑
一
、
仰
ち
住
地
域
の
こ
伐
と
穴
制
五
分
を
叫
し
て

向
型
一
土
ハ
一
方
旦
止
な
っ
た
。
つ
い
で
築
地
相
立
地

2
決

す
る
や
、
明
治
問
十
年
及
び
大
正
一
五
年
の
雨
皮
に
亘
り
モ
の

0
・
0
九
方
盟
宛
を
編
入
し
、
囲
約
一
ニ
・
七
九
方
且
と
な
っ
た
。

抗
近
の
地
域
同
盟
更
は
、
大
正
十
問
年
に
行
は
れ
た
第
二
聞
の
市

巨
大
抑
制
限
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
り
て
京
成
問
成
附
郡
の
み
心
部
が

綿
入
唯
一
ら
れ
、
七
・
九
丸
方
虫
、
即
ち
即
日
地
域
の
二
日
愉
占
一
一
削
除

を
増

L
.
面
積
一
一
・
七
八
方
盟
主
た
り
、
悲
陀
所
開
大
大
阪
を

形
成
し
た
の
で
あ
る
。

大
阪
市
内
人
口

右
民
連
ベ
た
地
域
の
費
更
が
、
大
阪
市
人
口
教
に
興
へ
た
る

影
響
を
見
る
o
m明

p
vご
や
む
は
、
主
・
と
し
て
小
地
域
の
礎
更
な

第
二
十
七
巻

六
O
六

E 
O 

第
凶
娩

そり
のし
後上
tこ t己
主守 、

け百巳
る鍛
町j、古t
r~'・注
目'1.い
十、故
5f-‘に
;位、

び詳
大・/l:
Hミ、 ~n
7口、り
年・淵;
ι〉 ν、
二l‘り

h 

!-l~ よ

哨 Q
JJII 。

調
査
ー
と
は
全
く
趣
主
同
時
に
し

す
る
に
際
し
て
も
之
を
考
胤
ず
る
必
裂
が
あ
る
。

か
く
て
大
阪
市
の
地
匝
碓
淀
、
市
川
抗
駅
及
ぴ
附
勢
訓
議
を

は
、
埋
立
地
に
よ
る
を
以
て
、
人
口
増
加
に
は
直
接
閥
係
在
き

も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
及
び
大
正
J
問
年
の
二
問
の

f
地

地
加
は

近
郊
村
滞
の
併
合
に
よ
る
を
以
て

人
口
琳
加
に
は

川
刊
に
深
吉
附
係
を
布
ず
る
も
の
で
あ
出
。
さ
れ
ば

人
口
増
加

の
制
官
引
に
於
て
は

と
の
こ
同
の

k
地
哨
加
は
仙
i

と
区
別
す
ぺ

き
で
あ
る
。
又
大
正
九
年
の
凶
勢
制
夜
は
、
従
来
の
公
錦
上
白

従
っ
て
犬
阪
市
山
人
口
を
制
抗

分
れ
る
の
で
あ
る
。

副
知
一
則

明
油
元
年
よ
町
同
十
一
年
に
亘
る
十
了
年
川

第
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明
治
十
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り
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二
寸
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に
至
る
十
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よ
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大
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1
2
J
l
 

#
胆
叩

大
正
九
年
よ
リ
同
十
三
年
に
亘
る
五
年
川

第
荊
期

大
正
十
四
年
よ
り
以
後



試
に
、
以
上
五
期
に
分
ち
て
大
阪
市
A
U

現
仙
人
口
を
考
楽
す

る
と
、
第
二
去
を
得
る
事
が
向
来
る
の
で
あ
由
。
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's 

年年

三

毛

布l

元

王
国
・
口
A

炉I
第
二
表
に
つ
昔
、
二
三
説
明
を
加
へ
て
担
く
必
巣
が
あ
る
。

)
 
イ
犬
正
九
年
迄
の
人
口
は
戸
籍
緯
百
四
同
簿
に
よ
る
算
定
数
で

あ
る
。
大
正
九
年
犬
E
十
四
年
比
闘
勢
調
査
の
結
果

τぁ

る
o
k
E
十
年
よ
り
同
十
三
年
に
至
る
数
字
は
第
一
間
園

勢
調
布
の
結
果
よ
り
の
推
計
盤
で
あ
り
、
昭
和
元
年
二
年

は
第
二
回
岡
勢
調
査
の
結
果
よ
り
の
推
計
数
で
あ
る
。

川
山
川
典
は
明
治
一
元
年
山
本
は
闘
史
(
駄
諸
一
位
)
、
二
年
末
は

御
用
一
樹
、
五
年
一
月
末
は
具
本
編
料
御
用
書
(
一
話
相
…
韓

史
)
六
年
は
原
材
料
不
明
仕
る
も
=
一
割
比
較
大
阪
研
究
二

六

O
国
よ
り
引
用
、
九
年
は
替
市
制
組
一

O
一
頁
、
十
年

は
え
似
日
報
明
治
十
年
十
一
月
十
五
日
、
十
一
年
十
二
月

は
醤
市
川
記
一
一
一
一
一
一
具
、
十
二
年
は
大
阪
府
衛
生
報
背
第

一
山
命
、
十
三
年
一
月
一

H
は
大
限
附
の
調
引
先
朝
日
新
聞
十

一
一
月
十
日
)
、
十
四
年
七
月
一
日
は
朝
日
新
聞
十
二
月
十
二

日
、
十
五
年
一
月
〕
日
よ
り
刷
治
二
十
七
年
迄
は
大
阪
府

雑

大
阪
市
西
人
口
柑
加
に
就
い
て

銑

統
計
書
〔
大
阪
市
白
人
口
戸
口
表
)
に
よ
っ
た
。
倫
明
治
二

十
八
年
以
後
は
大
阪
市
役
所
調
査
の
数
字
に
し
て
犬
阪
市

統
計
書
に
掲
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
を
引
用
し
た
の
で
あ

る。

以
下
各
時
期
に
つ
き
六
阪
市
人
目
白
増
加
を
明
か
に
す
る
。

初
期
に
於
け
る
大
阪
市
の
人
口
増
加

第
一
期
大
阪
市
の
人
日
調
奈
は
、
明
治
元
年
末
欝
慣
に
従

び
、
宗
門
人
別
改
に
て
行
は
れ
、
モ
内
結
果
二
十
八
高
僚
主
計

上
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
然
し
と
の
目
的
は
、
浮
浪
人
取
締
に
あ
っ

た
の
で
、
己
の
撒
は
誤
謬
の
多
い
も
の
在
推
せ
ら
れ
る
。

削
治
五
年
一
月
末
日
の
調
官
官
数
二
十
五
寓
飴
は
、
前
年
設
布

せ
ら
れ
た
る
戸
籍
訟
に
基
宮
、
宮
地
に
つ
き
調
葺
吐
ら
れ
L
結

果
で
あ
る
。
さ
れ
ば
最
も
官
敢
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

明
治
六
年
上
り
は
、
毎
年
首
に
於
て
、
戸
籍
鈴
虫
同
町
四
綿
花
つ

き
で
、
人
口
の
調
査
は
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
記
録

は
散
伐
し
た
矯
め
、

E
れ
に
掠
る
事
が
山
内
山
市
左
い
。
第
一
一
表
に

掲
げ
た
る
此
則
(
但
十
四
年
迄
)
の
人
口
は
昔
時
の
新
閉
そ
の
他

第
二
十
七
轡

ハ
O
九

第
四
扱

五

明治四年輩再IQ)戸籍法。3) 



雑

錐

大
医
市
由
人
口
靖
加
に
就
い
て

に
掠
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
計
数
は
、
そ
の
調
査
方
法
が

不
明
在
る
が
故
に
、
累
年
人
口
の
比
較
に
川
ひ
る
事
は
悶
維
で

あ
る
。此

凸
如
く
、
己
の
期
白
各
年
の
人
口
統
計
は
求
め
ら
れ
宇
、

内
川
そ
の
山
山
内
白
不
明
在
る
も
の
あ
り
て
、
そ
の
詳
細
を
知
る
事

は
山
来
た
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
人
口
の
漸
次
増
加
せ
る
事
は

第
二
表
。
明
示
す
る
別
で
あ
る
。

第
=
期
と
白
期
に
於
て
は
、
大
阪
府
統
計
書
(
十
二
年
度
)

大
阪
市
統
計
者
(
二
十
八
年
度
)
刊
行
せ
ら
れ
、
信
明
必
ず
る
に
足

る
計
教
が
求
め
ら
れ
る
。
但
し
府
統
計
者
の
第
三
回
(
十
四
年

広
)
迄
は
、
大
阪
市
人
口
は
掃
砕
闘
中
に
包
含
し
て
褒
表
せ
ら

れ
、
第
四
同
(
十
五
年
度
)
よ
り
、
始
め
て
郡
部
人
口
止
匝
別
せ

ら
れ
た
る
市
人
口
を
見
る
事
が
出
来
る
。
大
阪
府
統
計
普
及
び

大
阪
市
統
計
書
に
よ
り
明
治
十
五
年
以
降
白
人
口
に
つ
き
て
、

論
述
す
る
。

明
治
十
五
年
首
よ
り
同
二
十
丸
年
末
に
至
る
約
十
五
年
間

ι

於
て
、
人
口
三
十
三
商
品
臨
よ
り
五
十
高
徐
に
増
加
し
、
そ
の
割

合
は
五
一
・
六
八
%
で
あ
る
。
そ
の
密
度
も
、
同
率
白
増
加
を

第
ニ
十
七
巻

~­，、

O 

第
四
腕

五
四

な
し
、
明
治
十
五
年
一
方
旦
に
付
三
三
五
、
七
七
三
人
た
b
し

も
の
が
、
期
末
に
は
五

O
九
、
=
一
一
九
人
白
多
数
と
な
り
、
賀

に
一
方
旦
に
つ
き
約
十
七
高
三
千
白
増
加
で
あ
る
の

第
二
去
に
よ
れ
ば
、
増
加
率
は
前
牛
ー
ル
後
牛
と
は
、
そ
の
欣

態
を
周
到

ιし
て
ゐ
る
。
印
ち
前
牛
は
高
率
に
し
て
、
そ
の
低
吉

も
二
三
持
以
上
を
示
し
、
後
牛
は
二
十
九
年
の
一
一
一
二
件
歓
を
例

外
と
し
て
、

二
0
4円
以
下
に
し
て
、
特
に
二
十
五
年
、
二
十
七

年
は
、
減
少
率
を
さ
へ
示
す
欣
踏
で
あ
る
。

己
の
前
牛
白
高
率
な
る
理
由
は
詳
た
ら
ざ
る
も
、
明
治
二
十

二
年
に
於
て
増
加
率
七
六
・
一
二
七
件
な
る
異
常
に
高
き
数
字
を

示
し
て
ゐ
る
白
は
、
此
年
に
市
制
の
特
例
布
か
れ
、
戸
籍
調
査

の
厳
重

ι行
は
れ
し
得
め
で
あ
る
。
後
牛
明
治
二
十
三
年
よ
り

増
加
率
の
低
下
せ
し
は
、
思
ふ
に
賞
時

ω
不
景
日
現
白
然
ら
し
む

る
所
で
あ
ら
う
o

特
に
二
十
七
年
D
減
少
は
、
日
清
戦
争
の
影

響
に
し
て
、
二
十
九
年
K
於
℃
楠
加
率
白
快
復
せ
る
は
、
平
和

克
服
し
好
景
剰
と

K
Hし
鵠
め
で
あ
ら
う
。

ζ

の
増
加
蔀
の
趨
勢
主
五
年
毎
の
平
均
に
よ
り
て
見
れ
ば
、

四
四
・
一
一
六
件
よ
り
二
四
・
二
六
件
、
八
-
六
五
件
と
著
し
〈
低



減
し
て
ゐ
る
o

と
の
平
均
増
加
率
主
、
会
図
白
本
箱
入
口
と
比

較
す
れ
ば
、
最
初
白
期
間
は
、
著
し
〈
商
〈
、
約
四
倍
・
と
間
制

に
常
り
、
中
聞
の
期
は
、
約
二
倍
と
二
割
に
賞
り
、
最
後
の
期

は
、
大
阪
市
白
増
加
率
著
し
く
低
下
せ
る
待
め
に
、
会
図
人
口

の
平
均
増
加
卒
よ
り
約
一
%
低
い
の
で
あ
る
。

四

第
一
二
期
に
於
け
る
大
阪
市

ω

人
口
の
増
加

明
治
三
十
年
に
於
て
は
、
巳
に
述
べ
し
如
く
土
地
の
帥
胸
躍
が

あ
り
、
と
れ

ιよ
り
て
人
口
は
二
十
問
南
徐
帥
ち
詰
市
の
拘
宜

剖
を
増
し
て
、
人
口
七
十
五
同
八
千
餓
L
C
在
っ
た
の
で
あ
る
。

と
れ
を
二
十
九
年
占
比
較
す
れ
ば
、
増
加
入
円
は
ご
十
五
高
四

干
に
し
て

そ
の
割
合
は
五

O
工
一
一
八
%
で
あ
る
。
然
し
密
度

に
於
て
は
却
っ
て
減
少
し
、

一
方
則
一
二
一

O
、
O
五
一
人
・
と
な

り
、
人
口
稀
訪
の
土
地
の
楢
加
あ
り
し
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

き
で
と
の
期
は
、
明
治
=
一
十
年
よ
り
大
正
八
年
に
至
る
二
十

人
口
八
十
一
高
飴
を
嶋
し
て
、
百
五
十
八
高
徐
止

一一一

F
司
己
、

J
s
n
t
 

在
っ
た
。
そ
の
割
合
は
一
倍
止
八
割
飴
で
あ
る
。
と
れ
争
密
度

に
つ
き
て
見
れ
ば
、

一
方
盟
に
つ
き
二

O
七
、
七
九
八
人
E
増

~~ 

位

大
飯
市
白
入
口
槍
加
に
就
い
て

し
て
、

四
一
七
、
八
四
丸
人
の
多
数
民
間
計
っ
て
ゐ
る
。

と
の
靖

加
割
合
は
約
九
割
九
分
に
し
て
、

人
口
増
加
の
割
合
比
政
ば
な

い
。
と
れ
明
治
四
十
年
、
犬
正
元
年
に
土
地
増
加
あ
り
し
錫
め

で
あ
る
。

己
の
期
の
増
加
率
は
、
前
宇
高
く
、
後
半
は
低
下
し
て
ゐ

る
。
印
ち
、
明
治
問
十
一
年
迄
は
、
明
治
三
十
五
年
の
一
云
一
件

係

E
例
外
と
し
て
、
他
は
何
れ
も
殆
ん
ど
阿

O
d円
以
上
に
し

亡
、
特
に
三
十
一
年
は
七

O
片
品
聞
の
商
卒
佐
示
し
て
ゐ
る
。
之

一
例
外
i

と
し
て
、
何
れ
も
一
一
一

OMZ近
き
靖
加
率
に
し
て
、
特
に

明
治
四
十
二
年
及
び
大
正
八
年
は
減
少
率
を
示
す
欣
態
で
る

る。
思
ふ
に
、
前
A
T
の
高
率
な
る
は
、
日
清
戦
争
後
勃
興
せ
る
工

業
が
凝
隆
盛
ir--な
り
し
結
果
で
あ
ら
う
。
叉
後
半
の
始
め
の
低

吉
は
、

に
反
し
、
四
十
二
年
以
後
白
後
宇
は
、
犬
五
元
年
二
年
七
年
を

-
般
的
不
景
集
に
よ
り
、
大
正
五
年
よ
り
上
昇
せ
し

は
、
欧
洲
戦
乱
に
よ
る
好
景
気
に
よ
り
し
勉
め
で
あ
る
。
大
正

一
五
年
二
年
白
高
率
怠
る
は
、
そ
の
原
因
を
明
忙
し
な
い
。
そ
し

て
減
少
率
を
一
不
ナ
明
治
四
十
二
年
は
大
火
あ
り
し
矯
め
で
あ

第
一
一
十
七
巻

山

-'、

第
四
統

五
五

此の新市、話市四人口は大E反IIf詰寄りニの三十二年白星世より推算した白て晶

る。

4) 



雑

録

大
阪
市
由
人
口
噌
加
に
就
い
て

り
、
犬
正
八
年
は
寄
留
州
酬
の
整
現
に
よ
る
入
省
留
の
減
少
せ
し

結
則
市
で
あ
る
つ

己
の
増
加
の
趨
勢
を
約
冗
年
勾
の
半
均
に
よ
り
て
見
れ
ば
、

始
め
の
二
期
間
は
附

O
d戸
以
上
に
し
て
、
後
の
二
期
間
は
二
七

同
及
び
三
二
件
に
低
下
し
て
、
わ
づ
か
た
る
逓
減
の
傾
向
を
一
不

し
て
ゐ
る
。
と
れ
を
企
図
人
H
の
増
加
率
・
と
比
較
す
れ
ば
、
大

阪
市
は
仰
れ
の
捌
山
川
も
高
く
、
第
一
期
間
は
全
制
人
口
の
三
倍

と
六
割
、
第
二
期
間
は
三
怖
と
五
割
に
首
る
高
卒
を
示
し
、
第

一
二
期
闘
は
大
阪
市
最
も
低
率
に
し
て
、
反
割
に
会
図
人
口
の
増

此
結
果
若
は
減
少
し
て
一
倍
主
八
削
に
下

加
率
は
杭
も
高
く

り
、
段
後
の
期
間
は
快
復
し
て
二
倍
と
七
制
に
首
つ
て
ゐ
る
o

五

筏
期
に
於
げ
る
大
阪
市
人
口
の
柑
加

第
四
期
大
正
九
年
に
は
第
一
回
閣
勢
調
官
官
施
行
せ
ら
れ
、

そ
の
結
果
人
口
百
一
一
十
五
商
徐
と
友
り
、
前
年
に
比
し
て
三
十

一
一
一
商
館
即
ち
約
二
割
に
官
る
減
少
で
あ
る
o

密
度
に
於
て
も
同

様
に
、
一
方
且
に
付
八
七
、
ご
五

O
人
を
減
じ
て
三
三

O
、
五
丸

九
人
区
下
つ
て
ゐ
る
。
此
伯
如
吉
減
少
は
、
人
口
調
査
の
み
法

第
二
十
七
巻

第
四
焼

一
宜
六

が
改
正
せ
ら
れ
、

セ
ン
サ
ス
に
よ
り
し
詩
め
で
あ
っ
て
、
従
来

白
計
算
に
多
く
の
誤
謬
あ
り
し
事
を
示
し
て
ゐ
る
。
現
に
大
正

八
年
の
寄
目
別
待
白
鶴
理
に
よ
り
人
口
白
減
少
を
来
せ
し
も
亦
共

適
例
で
あ
る
。

さ

τ第
四
朋
白
人
口
は
、
第
一
同
闘
勢
調
査
白
結
果
よ
り
の

推
計
搬
に
し

τ、
大
正
十
問
年
K
つ
い
て
見
れ
ば
此
推
計
数
と

第
二
回
岡
勢
調
貨
の
結
果
と
は
可
た
り
の
距
離
が
あ
る
。
削
ち

大
正
十
四
年
の
図
勢
調
査
の
撒
は
、
大
正
十
三
年
の
推
計
人
口

よ
り
約
九
高
九
千
少
い
の
で
あ
る
。

大
正
九
年
の
第
一
回
岡
勢
調
去
と
大
正
十
四
年
の
第
二
回
国

勢
調
官
官
主
の
聞
の
平
均
増
加
率
を
幾
何
平
均
に
て
算
定
す
る
と

一
二
・
=
二
d

戸
主
た
る
。
第
一
一
回
園
勢
調
査
上
り
の
推
計
に
比

し
て
、
甚
し
〈
低
率
で
あ
る
。
と
れ
を
全
国
人
口
の
増
加
率
と

比
す
る
も
約
一
悼
の
低
率
で
あ
る
。
今
第
一
回
閣
勢
調
査
の
結

果
を
原
激
主
し
、
そ
れ
に
平
均
増
加
率
を
加
へ
て
行
く
在
、
第

三
表
の
如
き
仮
定
の
人
口
撒
及
び
人
口
増
加
教
を
得
る
事
が
出

来
る
。



i巴.
冴号

表

大
正
丸
年
及
び
大
正
十
四
年
の
二
回
目

同
勢
調
査
聞
の
大
肱
市
白
人
向
指
加
表

大

年
一

十
三
年
一

十
四
年
一

正

:九

同

十

同

ート

~J 同同

人

世

指

カ日

星止

口一、-一喜一、

-
J詩
人
、

一J
7
9
一、

-
J耳丸、

一、==耳、

玉
、
回
目

一五、吾一日

一耳、合単
一ρ、口
口
口

式、一一五七

第
車
期
大
正
十
川
年
陀
は
前
辿
の
如
〈
第
二
一
川
の
地
域
の

鏑
張
が
行
は
れ
た
の
で
お
る
。
と
れ
に
よ

h
人
口
七
十
八
時
飴

帥
ち
替
市
人
口
の
五
八
・
七
二
%
を
増
し
、
一
路
二
百
十
一
高

飴
に
紅
り
日
本
故
大
の
都
市
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
さ
れ
ど

人
口
密
度
は
却
っ
て
減
少
し
、
一
方
旦
に
付
一
七
九
、
五
二
五

人
に
下
り
、
大
正
九
年
に
比
し
て
一
方
恩
に
付
十
六
寓
一
千
徐

を
減
少
し
た
の
で
あ
る
Q

雑

錐

己
の
矧
白
人
口
を
研
究
す
る
材
料
占
し
て
は
、
内
閣
統
計
局

大
阪
市
白
人
口
靖
加
に
就
い
て

の
推
計
数
に
よ
る
の
外
が
な
い
。
昭
和
五
年
に
第
三
凹
岡
勢
調

査
が
行
は
れ
る
之
、
始
め
て
此
推
計
数
が
如
何
な
る
程
度
ま
で

正
確
た
る
か
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

占，、

大
阪
市

ω人
口
密
度
己
人
口
増
加

以
上
第
一
期
よ
り
第
五
期
迄
の
大
阪
市
の
人
口
を
過
概
す
れ

は
明
治
五
年
に
二
卜
五
斑
徐
な
り
し
も
D
が、

二
十
九
年
に

は
二
倍
し
て
五
十
商
品
山
と
た
り
、
三
十
七
年
に
は
更
忙
二
倍
し

て
百
寓
を
突
破
し
、
峠
後
に
ご
佑
し
て
大
E
十
四
年
に
は
二
百

寓
以
上
に
な
っ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
〈
、
人
口
が
二
倍
す
る
詩

め
に
、
最
初
に
は
約
二
十
五
年
、
弐
陀
は
九
年
、
最
後
に
は
こ

十
一
年
仰
を
嬰
し
た
白
で
あ
る
。
こ
の
駒
忙
つ
き
で
は
、
附
治

十
年
及
び
大
正
十
四
年
忙
於
け
る
こ
凶
の
時
雨
脚
四
四
叫
が
人
口

増
加
の
上
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
締

度
に
於
て
は

と
の
市
匡
硝
張
毎
に
減
少
し
、
明
治
十
五
年
白

鴇
皮
百
に
射
し
て
、
明
治
三
十
年
に
は
六
=
一
、
犬
五
十
四
年
に

は
五
五
の
割
合
に
低
下
し
て
ゐ
る
の
第
四
表
の
如
く
で
あ
る
。

第
二
十
七
巻

プミ

ー

第
四
抗

一
五
七



雑

第
四
表

録

大
阪
市
白
人
口
靖
加
に
就
い
て

大
阪
市
白
人
口
蒋
度
表
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第
二
期
に
は
毎
年
平
均
増
加
率
四

O
同
以
上
の
高
率
土
り
八
外

忙
激
落
し
、
第
三
期
は
俄
か
に
四
七
惜
の
高
率
に
上
り
、
そ
れ

上
り
漸
失
に
低
落
し
二
七
姉
、
三
二
同
に
下
っ
た
。
第
四
則
に

段
、
第
一
同
園
勢
調
査
の
結
果
の
一
推
計

K
tれ
ば
、
毎
年
平
均

増
加
都
は
主
間
同
・
と
僅
少
の
鼻
騰
を
示
せ
る
も
、
第
二
聞
の
闘

勢
調
査
の
結
果
土
り
す
れ
ば

一
一
一
件
た
る
非

L
き
低
卒
を
示

す
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
大
阪
市
白
人
口
は
、
日
清
戦
争
前

後
及
び
明
治
四
十
二
年
に
於
て
増
加
寧
は
減
少
し
た
が
、
他
は

何
れ
も
二

O
d
m
以
上
白
増
加
率
を
示
し
、
人
口
は
漸
次
増
加
せ

る
も
の
で
あ
る
。

犬
阪
市
白
人
口
増
加
を
明
治
元
年
よ
り
現
今
に
至
る
約
六
十

年
間
に

b
た
b
調
査
し
て
、
以
上
白
数
字
を
得
た
白
で
あ
る
。

此
等
の
撒
字
は
犬
阪
市
の
稜
展
を
研
伸
ー
す
る
上
に
於
て
有
総
な

る
資
料
を
提
供
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。


